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学科・ゼミの教育研究活動の展示やクラブ・サークルの企画発表の一部を紹介

学園祭を終えて

　

11
月
2
日
（
土
）・

3
日
（
日
・
祝
）
に
江

戸
川
学
園
お
お
た
か
の

森
専
門
学
校
と
合
同
の

駒
木
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

2
日
目
は
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
来
場
者
数

は
５
３
０
０
人
以
上
と

な
り
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

今 回 のテー
マである「上
笑気龍」の
ステージ前に
集まる実行委
員の学生達

雨の中でも運
営を頑張って
いました

コピーダンス愛好会「BLACK ♡ ANGEL」

基礎・教養教育センター「教養教育シンポジウム」

EDO Show

軽音楽部「JOYCE」

駒木博物館「刀剣の展示及び組み立ての実演」

電波放送部の焼きそば

情報文化学科「ゼミ発表」

ダンス愛好会「DECK'S」

駒木会ホームカミングデー

弦楽部

EDO Fes

後夜祭

　今年度のテーマ「上笑気龍」は、「上昇気流」とかけており、常に笑って上を向いて、上に昇っていく学園祭にしたいという
思いが込められています。更に、2024 年の干支である「龍」も使い、龍のように心踊り、舞い上がるような学園祭にしたいと
いう想いから決めました。
　 1 年生のときから実行委員会に所属しており、当時はちょうどコロナ禍が明け始め、少しずつ従来の学園祭の姿を取り戻そう
としている時期でした。毎年、より良い学園祭にするため、形式を少しずつ進化させ、グレードアップさせる必要がありました。
これまでの 3 年間、その変化の過程に携わることができたのは、とても貴重な経験でした。支えてくれる仲間たちのおかげで、
無事に 2 日間をやり遂げることができました。協力し合うことで得られた経験は、一生の宝物です。
　駒木祭実施にあたりご協力いただきました皆様、ご来場の皆様、誠にありがとうございました！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            学園祭実行委員会委員長　関谷実樹さん

主要行事
2024 駒木祭

9月卒業式
　

９
月
25
日
（
水
）
に
Ａ
棟

第
一
会
議
室
に
て
９
月
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
、
社
会
学

部
人
間
心
理
学
科
１
名
、
現

代
社
会
学
科
１
名
、
経
営
社

会
学
科
８
名
、
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
１
名
、
情
報
文
化
学

科
３
名
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
名
の

計
15
名
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
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イベントを運営した学生達

学内イベント
国立公園研究所主催 
国立公園映像コンサート

こどもコミュニケーション研究所主催

こどもコミュニケーション
フォーラム 　11 月 2 日（土）に国立公園研究所主催による国立公園映像コ

ンサートを行いました。
　「国立公園の楽しみ方」「ここから近い国立公園・日光」「小さ
な草原の物語」「90 周年を迎えた国立公園を訪ねる旅」等、国
立公園研究所の研究員が集めた映像とともに、バイオリン + ビ
オラ+ピアノの生演奏を聴くぜいたくなライブコンサートでした。

　11 月 3 日（日・祝）に第 13 回こどもコミュニケーショ
ンフォーラムを行い、親子でダンスを楽しむ「親子でダ
ンスワークショップ」を実施しました。（詳細は 11 ペー
ジに掲載）

　

11
月
3
日
（
日
・
祝
）
に
第
二
体
育
館
を
会

場
に
江
戸
川
ガ
ー
ル
ズ
ア
ワ
ー
ド
（EGA

）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
経
営
社
会
学
科
の

演
習
・
実
習
の
取
り
組
み
と
し
て
、
音
楽
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
が

作
り
上
げ
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
で
「N

EX
T

A
GE 

A
RT

IST
 A

U
D

IT
IO

N

」
と
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
対
決
」
の
2
部
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　
「N

EX
T

A
GE

 A
RT

IST
 A

U
D

IT
IO

N

」

は
全
国
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
軽
音
楽
コ
ン

テ
ス
ト
。
音
楽
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

が
「
次
世
代
を
担
い
、
世
界
に
通
用
す
る
可
能

性
を
持
っ
た
高
校
生
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
選
ぶ

べ
く
審
査
を
行
い
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は

「N
EX

T
A

GE A
RT

IST

」
の
称
号
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
対
決
」
は

人
気
ブ
ラ
ン
ド
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
テ
ー
マ
を
決
め
、
学
生
が
各
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
を
使
っ
て
対
決
し
ま
す
。

江戸川ガールズアワード（EGA）2024



4江戸川大学学報 第 23 巻 2 号（通巻 55号）

シュシュマレフ Quiche MetalTime

NEXTAGE ARTIST 2024
オーディション　決勝ライブ

学内イベント
　第 6 回となる今年度の決勝出場者にはバンド部門 3 組が選出され、グ
ランプリにはシュシュマレフが選ばれました。
　ゲスト審査員は音楽プロデューサーの割田康彦氏、ヤマハミュージッ
クジャパンの森山賢志氏の 2 名で、講評では「どのバンドも素晴らしく
甲乙つけがたかった。出演したバンドのみなさんに拍手を送りたい」と
話されました。

ファッションコーディネート対決

水曜日のカンパネラ  ミニライブ

Vanityミニライブ

学生たちがプロ
モデルをコーディ
ネート

　今年度は「コアジェネレーション」と題し、ファッショ
ンコーディネート対決を行いました。スタイリストの
満園正明さんを特別審査員に迎え、ファッションビジ
ネスコースの 2 年ゼミ生 3 チームがそれぞれ「BEAMS」

「Ray BEAMS」「XLARGE」「X-girl」「JOURNAL 
STANDARD」「Oriens JOURNAL STANDARD」の商
品と独自に仕入れた古着を使ったコーディネートで対
決しました。優勝は「JOURNAL STANDARD」「Oriens 
JOURNAL STANDARD」の商品で、西暦 3000 年の未
来がイメージの Y3K をテーマとした B チームが選ばれ
ました。

　江戸川ガールズアワードの特別
ゲストとして、水曜日のカンパネ
ラがミニライブを行いました。「た
まものまえ」を含む計 5 曲を披露
し、「たまものまえ」では、本学
のコピーダンス愛好会「BLACK
♡ ANGEL」がバックダンサーを
務め、ステージを盛り上げました。

　昨年度の江戸川ガールズアワードでグランプリを受賞し
た Vanity がミニライブを行いました。疾走感のある音と
男女のツインボーカルが奏でる、大人への憧れとアオハル
を同時に感じられるバンドでメンバーは Vo.(Kyo)、 Gt.Vo.
(Miya)、 Gt.Cho.(Rui)、 Ba.Cho.(Sui)、 Dr.Cho.(Shun) の 5 人。
経営社会学科の音楽ビジネスゼミ3 年生がアーティストプ
ロデュースを行い、音楽プロデューサーに割田康彦氏を迎
え、「忘れてよ」を含む全 2 曲を披露しました。
　「忘れてよ」は各種音楽配信サイトで配信しています。
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が

留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

　

11
月
5
日
（
火
）
に
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
留

学
生
26
名
と
教
職
員
8
名
の
計
34
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
埼
玉
県
春

日
部
市
に
あ
る
「
防
災
地
下
神
殿
」
こ

と
首
都
圏
外
郭
放
水
路
を
見
学
し
ま
し

た
。
午
後
は
筑
波
山
で
山
歩
き
に
挑
戦
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
て
筑
波
山
頂
駅

ま
で
登
り
、
女
体
山
山
頂
を
経
由
し
て

つ
つ
じ
が
丘
ま
で
下
る
ル
ー
ト
を
歩
き

ま
し
た
。
爽
や
か
な
秋
の
空
気
と
紅
葉

の
は
し
り
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

国際交流活動

異
文
化
理
解
研
修

　

8
月
27
日（
火
）か
ら
9
月
10
日（
火
）

の
約
2
週
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

マ
ッ
セ
イ
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
で
研
修
を

行
い
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の
新
井
正

彦
特
任
教
授
の
引
率
で
、
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
英
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
美
し
い
自
然
や
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
観
光
な
ど
、
語
学
と
文
化
を

学
ぶ
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

語
学
研
修
（
オ
セ
ア
ニ
ア
）

　

8
月
31
日（
土
）か
ら
9
月
21
日（
土
）

の
約
3
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
校

で
研
修
を
行
い
、
3
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
語
学
力
の
向
上
と
、
異
文
化
交
流

を
通
じ
て
新
し
い
価
値
観
を
学
び
、
物

事
を
多
面
的
に
理
解
す
る
力
を
養
う
場

に
な
り
ま
し
た
。

語
学
研
修
（
東
ア
ジ
ア
）

　

9
月
8
日（
日
）か
ら
9
月
12
日（
木
）

の
5
日
間
、
韓
国
・
釜
山
で
研
修
を
行
い
、

現
代
社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
の
引

率
で
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
釜
山
外

国
語
大
学
校
日
本
語
学
科
の
学
生
と
交

流
し
、
歴
史
博
物
館
や
釜
山
港
を
訪
れ

る
な
ど
、
新
し
い
経
験
と
出
会
い
を
得

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
体
験
研
修
（
東
南
ア
ジ
ア
）

　

２
０
２
５
年
2
月
12
日
（
水
）
か
ら

2
月
16
日（
日
）の
5
日
間
、タ
イ
の
シ
ー

ナ
カ
リ
ン
ウ
イ
ロ
ー
ト
大
学
で
研
修
を

行
い
、
現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
准

教
授
と
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
三
谷
彩

華
講
師
の
引
率
で
6
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
現
地
大
学
生
と
の
交
流
や
、
世
界

遺
産
で
あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
な
ど
も
訪

れ
、
タ
イ
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
専
門
研
修
（
現
代
社
会
学
科
）

　

8
月
22
日（
木
）か
ら
8
月
25
日（
日
）

の
4
日
間
、
現
代
社
会
学
科
の
川
瀬
由

高
准
教
授
、
奥
山
正
樹
教
授
の
引
率
で

8
名
が
台
湾
の
高
雄
市
を
訪
れ
、
調
査

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

寿
山
国
家
自
然
公
園
や
、
高
雄
市
の
蓮

池
潭
周
辺
や
六
合
夜
市
と
い
っ
た
著
名

な
観
光
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
学
生
は
、

現
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
研
究
テ
ー
マ

や
調
査
項
目
を
自
ら
考
案
し
、
班
員
と

協
力
し
て
デ
ー
タ
の
収
集
に
取
り
組
み

ま
し
た
。学
生
主
体
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
研
修
は
、
調
査
ス
キ
ル
の
向
上
と
、

日
台
の
生
活
文
化
の
差
異
と
共
通
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
留
学
生
と

一
般
学
生
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
の
留
学
生

と
日
本
人
学
生
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が

学
生
食
堂 D

ining &
 Cafe Edogaw

a 

で
5
月
29
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
留
学
生
25
名
と
一
般
学

生
40
名
、
教
職
員
23
名
が
料
理
を
囲
み

な
が
ら
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
学
生

が
主
役
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
留
学
生
た
ち
が
積
極
的
に
一
般
学

生
や
教
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

諸　報
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館
林
牧
子
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
が

「
こ
ち
らJ:C

O
M

安
心
安
全
課
」に
出
演

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
館
林
牧
子
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
が
、

J:CO
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
て

い
る
「
こ
ち
らJ:CO

M

安
心
安
全
課
」

に
出
演
し
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
学
生
た
ち
は
、
２
０
２
３
年
で

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

よ
う
と
防
災
グ
ッ
ズ
を
考
え
る
企
画
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
自
身
が
被
災
し
た

際
の
経
験
や
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
等

を
参
考
に
し
、「
先
行
品
が
な
く
、
災
害

時
に
自
分
が
必
要
に
な
る
と
思
う
も
の
」

を
考
え
、
緊
急
用
脱
出
扉
や
ガ
ラ
ス
が

貫
通
し
な
い
靴
下
等
を
考
案
し
ま
し
た
。

放
送
で
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
解
説
や
試

作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
苦
労
し

た
こ
と
等
を
学
生
が
語
り
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科
・
奥
山
正
樹
教
授
が

江
戸
川
区
自
然
動
物
園
で

学
外
実
習
を
実
施

　

7
月
6
日
（
土
）
に
、
奥
山
正
樹
教

授
の
引
率
で
現
代
社
会
学
科
の
学
生
9

名
が
、
江
戸
川
区
自
然
動
物
園
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

江
戸
川
区
自
然
動
物
園
は
、
全
国
で

も
数
頭
し
か
い
な
い
動
物
な
ど
国
内
外

の
希
少
種
も
多
く
、
種
の
保
存
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
日
は
、

飼
育
担
当
（
動
物
取
扱
責
任
者
）
の
河

村
早
苗
様
か
ら
、
園
内
の
施
設
と
動
物

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
、
動
物
た
ち
に
与
え
る
飼
料

の
調
整
や
、
動
物
の
診
療
に
つ
い
て
も

見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、「
国
内
外
の

野
生
動
物
の
種
の
保
存
」「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
」
な
ど
、
現
地

で
学
ん
だ
動
物
園
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

経
営
社
会
学
科
が
ゲ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス

特
別
講
義
を
実
施

　

6
月
20
日
（
木
）
に
、
1
年
次
配
当
の

科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
学
科
合
同

授
業
と
し
て
、KA

DOKA
W

A
 Gam

e 
Linkage 

取
締
役
で
フ
ァ
ミ
通
グ
ル
ー
プ

代
表
の
林
克
彦
氏
を
招
き
、「
ゲ
ー
ム
市
場

の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
特
別
講

義
を
実
施
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス

の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
素
晴
ら

し
い
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、
聴
講
し
た

学
生
た
ち
は
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

情
報
文
化
学
科

「
情
報
文
化
キ
ャ
リ
ア
総
合
」で

実
務
家
を
招
い
た
特
別
講
義
を
実
施

　

情
報
文
化
学
科
で
は
、
社
会
で
活
躍

す
る
実
務
家
を
招
い
て
、
学
科
専
門
分

野
と
関
連
が
深
い
業
界
の
動
向
、
業
務
・

職
務
の
具
体
的
内
容
と
社
会
的
意
義
を

知
る
た
め
に
、
講
義
科
目
「
情
報
文
化

キ
ャ
リ
ア
総
合
」（
3
年
生
対
象
科
目
）

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
ス
ー
パ
ー
ト
リ
ッ
ク
・
ゲ
ー

ム
ズ
株
式
会
社
の
新
英
幸
氏
、
Ｗ
ｅ
ｂ

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
内
三
紀
子
氏
、LIN

E

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
佐
川
英
美
氏
を
お

迎
え
し
、
仕
事
の
魅
力
や
業
界
を
目
指

す
う
え
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
学
生
に
と
っ
て
、
実
務
家

の
生
の
声
を
聞
き
、
自
身
の
将
来
を
真

剣
に
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

仁
志
敏
久
客
員
教
授
が

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
論
Ⅰ
」に

内
川
聖
一
さ
ん
を
招
い
て

特
別
講
義
を
実
施

　

7
月
3
日
（
水
）
に
、
経
営
社
会
学

科
の
仁
志
敏
久
客
員
教
授
が
担
当
科
目

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
論
Ⅰ
」
に
元
プ
ロ
野

球
選
手
の
内
川
聖
一
さ
ん
を
招
き
、
特

別
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

内
川
さ
ん
が
幼
少
期
か
ら
プ
ロ
生
活

を
終
え
る
ま
で
歩
ん
で
き
た
野
球
人
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
、
ど
の
よ

う
に
競
技
と
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
指
導
者
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
受
け
た
指
導
が
ど
の
よ
う

に
自
身
の
糧
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
内
川
さ
ん
に
と
っ

て
理
想
の
指
導
者
像
は
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
挙
が
り
、
そ
の
す
べ
て
に
真
摯

に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

将
来
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
す
学

生
や
、
競
技
者
と
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ

に
打
ち
込
む
学
生
に
と
っ
て
、
多
く
の

示
唆
を
い
た
だ
い
た
特
別
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

経
営
社
会
学
科
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
Ｅ
Ｃ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

　

経
営
社
会
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
2
年
生
が
中
心
と

な
り
、
約
半
年
の
準
備
期
間
を
経
て

教育活動

仁志敏久客員教授（写真・右）と内川聖一さん（写真・左）
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２
０
２
４
年
7
月
、古
着
系
Ｅ
Ｃ
シ
ョ
ッ

プ
「T

IM
E ST

O
CK

 EGA

」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代

の
ビ
ン
テ
ー
ジ
古
着
を
中
心
に
、
学
生

が
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
買
い
付
け
値
決

め
、
決
済
発
送
、
在
庫
管
理
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
ま
で
を

運
営
し
ま
す
。

　

一
連
の
業
務
は
江
戸
川
学
園
の
事
業

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
江
戸
川
学
園
を

通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
利
益
（
経
費
を

除
く
）
の
一
部
は
、
公
益
社
団
法
人
日

本
自
然
保
護
協
会
に
寄
付
さ
れ
、
水
資

源
問
題
や
森
林
保
全
、
自
然
観
察
指
導

員
の
養
成
に
生
か
さ
れ
る
予
定
で
す
。

情
報
文
化
学
科
の
学
生
が
東
京
都

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加

　

情
報
文
化
学
科
で
は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
東
京
都
の
依
頼
を
受
け
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
、
中
高
生
に
ネ
ッ
ト
利
用
に
関

す
る
助
言
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
17
日
（
月
）
に
、
東
京
都
よ
り

担
当
者
を
江
戸
川
大
学
に
お
迎
え
し
、

新
た
に
こ
の
活
動
に
加
わ
る
学
生
を
対

象
と
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
学
生
は
、

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
青
少
年
の
課
題
、
講

座
の
進
め
方
、
活
発
な
議
論
を
促
進
す

る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
講
義
を

聴
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
活
動

へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

４
年
生
が
乳
幼
児
救
急
法
認
定
の

集
中
講
座
を
受
講

　

8
月
7
日
（
水
）
か
ら
9
日
（
金
）

ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
こ
ど
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
4
年
生
が

乳
幼
児
救
急
法
認
定
の
集
中
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
中
講
座
は
、
こ
ど
も
の
緊
急

時
に
医
師
や
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で

の
行
動
手
順
と
優
先
順
位
を
学
ぶ
も
の

で
す
。 

運
営
す
る
マ
ス
タ
ー
ワ
ー
ク
ス

社
と
内
容
を
調
整
し
、「
い
ざ
と
い
う
時

に
行
動
が
起
こ
せ
る
」
こ
と
を
重
視
し

て
、
実
習
に
十
分
な
時
間
を
割
い
た
約

19
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

　

受
講
学
生
は
、「
気
道
確
保
」「
回
復

体
位
」「
心
肺
停
止
へ
の
対
応
」「
止
血
」

「
こ
ど
も
の
け
が
や
急
病
の
調
査
と
手
当

て
」
な
ど
に
つ
い
て
、
蘇
生
法
訓
練
用

の
乳
児
・
幼
児
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
た
り
、

ペ
ア
を
組
ん
で
包
帯
法
を
試
行
し
た
り

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

神
田
洋
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
が

「
小
学
生
の
甲
子
園
」で

記
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
神
田
洋
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

所
属
す
る
3
年
生
8
名
が
、
8
月
15
日

（
木
）
か
ら
22
日
（
木
）
に
、
神
宮
球
場

な
ど
で
開
催
さ
れ
た
高
円
宮
賜
杯
全
日

本
学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
記
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
生
が
取
材

し
た
執
筆
記
事
や
撮
影
写
真
は
、
情
報

サ
イ
ト
Ｏ
Ｖ
Ｏ
（
オ
ー
ヴ
ォ
）
に
掲
載

さ
れ
、Y

ahoo!

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
も
転

載
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
心
理
学
科

「
実
験
心
理
学
特
殊
講
義
」で

特
別
講
義
を
実
施

　

人
間
心
理
学
科
の
浅
岡
章
一
教
授
、

西
村
律
子
准
教
授
の
担
当
科
目
「
実
験

心
理
学
特
殊
講
義
」
は
、
様
々
な
心
理

学
領
域
に
お
け
る
睡
眠
研
究
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
研
究
を
紹
介

し
な
が
ら
、
領
域
横
断
的
な
研
究
の
展

開
を
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
講
義
で
す
。

　

今
年
度
は
、
不
思
議
現
象
に
対
す
る

態
度
に
関
す
る
研
究
を
数
多
く
行
わ
れ

て
い
る
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
川
上
正

浩
教
授
と
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康

安
全
機
構
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

の
池
田
大
樹
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

川
上
正
浩
教
授
に
は
、
幽
霊
、
お
ば

け
、
占
い
、
お
ま
じ
な
い
な
ど
、
科
学

的
に
は
説
明
で
き
ず
と
も
、
一
定
数
の

人
が
信
じ
て
い
る
現
象
で
あ
る
「
不
思

議
現
象
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
信
じ

や
す
い
人
と
信
じ
に
く
い
人
の
態
度
の

特
性
や
、
認
知
機
能
と
の
関
連
な
ど
に

つ
い
て
、
池
田
大
樹
先
生
に
は
、
睡
眠

教育研究活動
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教育活動

科
学
の
知
見
を
生
か
し
た
労
働
者
の
健

康
・
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
営
社
会
学
科
「
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

で
株
式
会
社
イ
ー
プ
ラ
ス
の

中
野
拓
人
氏
が
特
別
講
義

　

経
営
社
会
学
科
は
、
11
月
19
日
（
火
）

に
、「
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」（
担
当
：

関
根
直
樹
教
授
）
の
講
義
で
、
株
式
会

社
イ
ー
プ
ラ
ス
新
規
興
行
企
画
室
室
長

の
中
野
拓
人
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
特
別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
タ
イ
ト
ル
は
「
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
と
は
」。
中
野
氏
は
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

の
50
年
に
わ
た
る
歴
史
を
主
要
な
出
来

事
や
流
行
な
ど
を
織
り
交
え
な
が
ら
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

と
コ
ン
ビ
ニ
と
の
関
係
、
新
規
事
業
と

し
て
展
開
す
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
Ｚ
世
代
に
向
け
た
主
催
興
行
に
つ

い
て
も
語
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

１
年
生
と
２
年
生
が
合
同
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

10
月
26
日（
土
）に
Ｅ
棟
の
映
像
ホ
ー

ル
に
て
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
で
「
器
楽
表
現
の
技
術
Ａ
」「
器

楽
表
現
の
技
術
Ｂ
」
を
履
修
し
て
い
る

1
年
生
と
2
年
生
が
合
同
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
吉
岡
三
貴
講
師
を
中
心
に
、「
器
楽

表
現
の
技
術
Ａ
・
Ｂ
」
担
当
の
齊
藤
紀

子
先
生
、「
声
楽
表
現
の
技
術
Ａ
・
Ｂ
」

担
当
の
中
津
川
祥
子
先
生
、
そ
し
て
江

戸
川
大
学
の
音
楽
室
に
常
駐
し
て
い
る

ピ
ア
ノ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生

方
が
、
学
生
た
ち
の
演
奏
指
導
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
こ
ど
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教
員
や
上
級
生
、

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
保
護
者
の
方
々
な

ど
が
来
場
し
、
全
38
組
の
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

野
上
玲
子
講
師
の
ゼ
ミ
生
が

「
ス
ポ
ー
ツ
政
策
学
生
会
議
」で
発
表

　

現
代
社
会
学
科
の
野
上
玲
子
講
師
の

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
3
年
生

11
名
が
、10
月
19
日
（
土
）、20
日
（
日
）

に
明
治
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー

ツ
政
策
学
生
会
議
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

野
上
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
は
、Ａ
グ
ル
ー

プ
と
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
2
つ
に
分
か
れ
、

Ａ
グ
ル
ー
プ
は「
流
山
ス
ポ
ー
ツ
シ
テ
ィ

構
想
〜
人
口
増
加
率
6
年
連
続
日
本

一
！
ス
ポ
ー
ツ
で
日
本
一
か
ら
世
界
一
誇

れ
る
街 “
流
山
”
へ
！
〜 

」、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
「enjoy for everyone

で
創
る

パ
ー
ク
構
想
〜
流
山
の
未
来
は
こ
こ
に

あ
る
！
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
そ

れ
ぞ
れ
文
献
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
調
査
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
や
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
発
表
を
聴
け
る

と
い
っ
た
、
貴
重
な
経
験
か
ら
多
く
の

学
び
を
得
た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科「
環
境
と
市
民
活
動
」

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
准
教
授

が
担
当
す
る
「
環
境
と
市
民
活
動
」
の

授
業
内
で
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
以
下
、JICA
）
の
海
外
協
力
隊

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
はJICA

の

海
外
協
力
隊
制
度
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
市
民
社
会

で
の
環
境
保
全
活
動
の
進
展
に
つ
い
て

学
生
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会

の
滝
澤
航
爾
氏
がJICA

海
外
協
力
隊

の
概
要
や
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
海
外
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
た
奥
寺
信
行
氏
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ゴ
ミ
分
別
回
収
の
運
営
改
善

や
家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
活
動
、

さ
ら
に
は
教
育
現
場
で
の
環
境
教
育
に

従
事
し
て
お
り
、
活
動
内
容
だ
け
で
な

く
、
現
地
で
の
生
活
に
お
け
る
喜
怒
哀

楽
も
交
え
な
が
ら
、
参
加
学
生
に
貴
重

な
経
験
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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教育研究活動
西
条
昇
ゼ
ミ
が

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
西
条
昇
ゼ
ミ
は
、
２
０
２
５
年
2
月

2
日
（
日
）
に
、『
西
条
昇
教
授
と
歩
く 

タ
モ
リ
が
新
宿
に
い
た
頃 

〜
新
宿
ア
ル

タ
閉
館
を
惜
し
ん
で
〜
』
と
題
し
、
特

別
講
義
と
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
タ
モ
リ
氏

が
Ｍ
Ｃ
を
務
め
た
「
森
田
一
義
ア
ワ
ー 

笑
っ
て
い
い
と
も
！
」
が
生
放
送
さ
れ

て
い
た
新
宿
ア
ル
タ
が
２
０
２
５
年
2

月
末
で
営
業
終
了
と
な
る
こ
と
を
受

け
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で

は
、
タ
モ
リ
氏
が
密
室
芸
人
と
し
て
活

動
を
始
め
た
新
宿
の
小
さ
な
ス
ナ
ッ
ク

「
ジ
ャ
ッ
ク
の
豆
の
木
」、
漫
画
家
の
赤

塚
不
二
夫
氏
ら
と
日
夜
そ
の
芸
を
披
露

し
た
、
新
宿
の
「
ア
イ
ラ
ラ
」
や
「
ひ

と
み
寿
司
」
な
ど
を
巡
り
、「
笑
っ
て
い

い
と
も
！
」
で
お
笑
い
界
の
頂
点
に
立

つ
ま
で
の
タ
モ
リ
氏
の
新
宿
で
の
足
跡

を
巡
り
ま
し
た
。

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
生
の
執
筆
記
事
が

ラ
グ
ビ
ー
サ
イ
ト
に
掲
載

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
神
田
洋
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
3

年
生
の
執
筆
記
事
が
、
流
山
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
の
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　

執
筆
し
た
の
は
吉
田
妃
麻
里
さ
ん
、

渡
邉
壱
輝
さ
ん
、
藤
山
ゆ
り
あ
さ
ん
、

黒
田
貴
明
さ
ん
、
大
谷
侑
生
さ
ん
、
開

原
健
太
さ
ん
、
吉
田
達
哉
さ
ん
の
7
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
書
籍

を
1
冊
取
り
上
げ
、
紹
介
し
ま
し
た
。

大
学
生
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（FU
T

U
R

E
 2

0
2

4

）に
参
画

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
井
上
一
郎
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
所
属
す
る
3
年
生
6
名
（
岩
本
直

也
さ
ん
、
岡
野
晃
己
さ
ん
、
小
林
彩

葉
さ
ん
、
小
宮
恒
太
さ
ん
、
土
肥
寿
々

乃
さ
ん
、
藤
原
百
花
さ
ん
）
が
参
画
し

た
大
学
生
の
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「FU
T

U
RE 2024

」
の
調
査
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
生
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「FU
T

U
RE

」
は
、
毎
年
、
公
益
社
団

法
人
東
京
広
告
協
会
が
主
催
し
、
博
報

堂
な
ど
同
協
会
の
賛
助
会
員
社
の
マ
ー

ケ
タ
ー
の
方
々
か
ら
適
時
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
大
学
生
（
3
年
生
）
が

主
体
的
に
、
約
半
年
間
を
か
け
て
調
査

設
計
か
ら
分
析
そ
し
て
報
告
書
の
作
成

ま
で
一
連
の
作
業
に
取
り
組
む
歴
史
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

２
０
２
４
年
の
調
査
テ
ー
マ
は
『
大

学
生
の
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
意
識

調
査
』
で
す
。
12
月
9
日
（
月
）
に
は
、

東
京
広
告
協
会
で
プ
レ
ス
発
表
が
行
わ

れ
、
多
く
の
記
者
や
関
係
者
に
対
し
て

江
戸
川
大
学
の
学
生
も
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
は
東
京
広
告

協
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
が
教
職
合
宿
と

教
材
研
究
合
宿
を
実
施

　

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
は
、
9
月
4
日

（
水
）
か
ら
9
月
6
日
（
金
）
に
か
け

て
、
集
中
的
に
模
擬
授
業
を
行
う
教
職

合
宿
、
11
月
4
日
（
月
）
か
ら
11
月
6

日
（
水
）
に
か
け
て
、
史
跡
や
文
学
作

品
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
教
材
研
究
合
宿

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

模
擬
授
業
で
は
、
学
生
が
教
員
役
、

生
徒
役
の
両
方
を
体
験
し
、
授
業
の
進

め
方
や
教
材
の
作
り
方
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
学
び
ま
し
た
。
模
擬
授

業
終
了
後
は
学
科
や
学
年
、
取
得
す
る

教
科
を
超
え
て
、
積
極
的
に
授
業
や
教

職
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

教
材
研
究
合
宿
で
は
、「
太
宰
治
に
つ

い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
青
森

県
内
に
あ
る
小
説
家
太
宰
治
ゆ
か
り
の

地
や
三
内
丸
山
遺
跡
、
立
佞
武
多
（
た

ち
ね
ぷ
た
）
の
館
、
青
森
県
立
美
術
館

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
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研究活動

崎
本
武
志
教
授
が「
温
泉
観
光
実
践
士
」

養
成
講
座
で
講
演

　
現
代
社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
が
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
会
長
を
務
め
る
温

泉
観
光
実
践
士
協
会
は
、
２
０
０
２
年

に
発
足
し
た
温
泉
愛
好
会
を
母
体
と

し
て
２
０
１
５
年
に
発
足
し
、
温
泉
の

正
し
い
理
解
や
温
泉
観
光
地
の
活
性
化

に
関
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て

「
温
泉
観
光
実
践
士
」
養
成
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

崎
本
教
授
は
こ
の
養
成
講
座
の
一
環

と
し
て
、和
歌
山
市
の
「
紀
三
井
寺
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
は
や
し
」
に
て
「
温
泉
と

旅
行
企
画
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
崎
本
教
授
は
講
演
で
、「
旅

行
業
界
に
お
い
て
は
、コ
ア
な
温
泉
フ
ァ

ン
が
納
得
す
る
よ
う
な
、
多
様
性
の
あ

る
温
泉
旅
行
商
品
を
企
画
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
受
講
者
の
皆
様
に
訴

え
ま
し
た
。

中
島
金
太
郎
講
師
の
研
究
成
果
が

長
崎
の
魅
力
を
発
信
す
る

季
刊
誌『
樂
』で
紹
介

　
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
中
島
金
太
郎
講
師
の
研
究
成
果
が
、

長
崎
の
魅
力
を
発
信
す
る
季
刊
誌『
樂
』

64
号
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
講
師
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
た
の

は
、
佐
世
保
湾
に
面
す
る
西
彼
杵
半
島

の
北
端
に
あ
る
横
瀬
浦
を
特
集
し
た

記
事
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド 

横
瀬
浦
」

で
す
。

　

中
島
講
師
は
、
横
瀬
浦
が
か
つ
て
国

際
貿
易
都
市
だ
っ
た
証
し
が
残
さ
れ
て

い
な
い
か
を
探
し
求
め
る
発
掘
調
査
を

主
催
。
２
０
２
０
年
か
ら
4
年
間
行
な

わ
れ
た
こ
の
調
査
の
結
果
、
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
使
用
さ
れ
て
い

た
貨
幣
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
可
能
性

が
あ
る
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
の
ほ
か
、
中

国
や
朝
鮮
の
中
近
世
の
幅
広
い
時
代
の

陶
磁
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
横
瀬
浦
で

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
す
る
よ
り

も
前
か
ら
、
そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が

去
っ
た
後
も
、
長
き
に
わ
た
っ
て
海
外

と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
、
驚
く
べ

き
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。

国
立
公
園
研
究
所
が
日
本
と
台
湾
の

国
立
公
園
関
係
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

　
現
代
社
会
学
科
の
中
島
慶
二
特
任
教

授
と
奥
山
正
樹
教
授
が
、
日
本
と
台
湾

の
国
立
公
園
関
係
者
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
「
日
台
交
流
山
岳
国
立
公
園
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

台
湾
の
国
家
公
園
関
係
者
を
日
本
に

迎
え
て
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
台
湾

の
国
立
公
園
制
度
の
研
究
を
続
け
て
い

る
中
島
特
任
教
授
が
、
日
本
側
有
識
者

を
代
表
し
て
「
日
本
の
国
立
公
園
の
概

要
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
日
本
の

自
然
の
特
徴
、
国
立
公
園
の
景
観
の
特

色
、
自
然
公
園
シ
ス
テ
ム
の
制
度
な
ど

を
解
説
し
ま
し
た
。

石
橋
美
香
子
講
師
が

「
日
本
×
中
国 

保
育
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
４
」で
講
演

　
人
間
心
理
学
科
の
石
橋
美
香
子
講
師

が
8
月
31
日
（
土
）
に
、
家
庭
ま
ち
創

り
産
学
官
協
創
ラ
ボ
と
中
日
幼
児
教
育

交
流
協
会
が
主
催
す
る
「
日
本
×
中
国 

保
育
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４
」

で
、
日
中
の
保
育
や
幼
児
教
育
に
お
け

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ａ
Ｉ
の
利
用
可
能

性
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。　

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、「
保
育

に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
Ａ
Ｉ
の
活

用
と
そ
の
意
義 

～
事
例
や
先
端
研
究
か

ら
見
え
る
新
た
な
可
能
性
～
」。
保
育
の

分
野
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
る
変
革
に
つ

い
て
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
最
先
端

技
術
を
活
用
し
た
実
践
や
最
新
研
究
を

基
に
、各
方
面
の
専
門
家
が
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

佐
藤
秀
樹
准
教
授
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
の
６
次
産
業
化
を
通
じ
た
生
計
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報
告

　
現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
准
教
授

が
、
企
画
立
案
お
よ
び
専
門
家
と
し
て

参
加
し
て
い
る
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ・
ジ
ョ

シ
ョ
ー
ル
県
に
お
け
る
零
細
ヤ
シ
砂
糖
生

産
者
お
よ
び
花
卉
農
家
の
6
次
産
業
化

を
通
じ
た
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

第
1
年
次
の
事
業
完
了
報
告
と
第
2
年

次
の
進
捗
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
年
次
事
業
で
は
、
１
３
５
世
帯

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
生
制
作
の
動
画
作
品
紹
介

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
小
久
保
利
己
ゼ
ミ
、
森
川
俊
生
ゼ

ミ
で
は
映
像
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
度
の
小
久
保
ゼ
ミ
3

年
次
生
は
『
私
小
説
』
と
題
し
た
短
編

映
画
を
制
作
。
森
川
ゼ
ミ
3
年
次
生
は

『
提
燈
祭
り
に
か
け
る
人
々
～
本
三
保

存
会
の
絆
～
』『
甦
れ
青
春
』
と
そ
れ

ぞ
れ
題
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品

を
制
作
し
ま
し
た
。
作
品
は
大
学
公
式

Y
ouT

ube

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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う
変
わ
っ
た
か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
対

面
に
は
首
都
圏
を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
は
日
本
全
国
か
ら
、
高
等
学
校
や
大

学
の
先
生
方
が
多
数
参
加
し
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
学
情
報
教
育
研
究
所
か
ら
は
、
玉

田
和
恵
教
授
、
山
口
敏
和
准
教
授
、
小

原
裕
二
准
教
授
、
松
尾
由
美
講
師
、
上

西
秀
和
助
教
の
5
名
が
、「
情
報
Ⅰ
に
対

応
し
た
大
学
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
問
題
解
決
力

育
成
」
に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

尾
花
真
梨
子
准
教
授
が

不
登
校
支
援
・
教
育
相
談
研
修
講
座
を

担
当
　

　
人
間
心
理
学
科
の
尾
花
真
梨
子
准
教

授
が
、
松
戸
市
教
育
委
員
会
の
要
請
を

受
け
、「
令
和
6
年
度
不
登
校
支
援
・

教
育
相
談
研
修
講
座
（
動
画
配
信
）」

の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
教
育
相
談
や
不
登
校
支

援
に
お
け
る
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
と
し
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
事
業
の

一つ
で
す
。

　

尾
花
准
教
授
は
、「『
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
の
視
点
を
活
か
し
た
不

登
校
を
含
む
学
校
不
適
応
予
防
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
、
市
内
小
中
学
校

66
校
の
教
員
向
け
に
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所
が

『
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』で
紹
介

　
江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所
が
、
大
学・

教
育
関
連
専
門
ニュ
ー
ス
サ
イ
ト
『
大
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』の
コ
ラ
ム「「
徹

夜
で
勉
強
」
で
は
、
成
績
は
伸
び
な
い
？

　
「
睡
眠
」
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
で
研

究
し
、
社
会
に
発
信
す
る
江
戸
川
大
学

「
睡
眠
研
究
所
」」
に
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

睡
眠
研
究
所
所
長
の
浅
岡
章
一
教
授

は
、「
睡
眠
研
究
者
に
関
わ
ら
ず
、
様
々

な
人
々
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
研
究

を
展
開
し
て
、
睡
眠
研
究
の
裾
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
。
江
戸
川
大
学
で
は
睡

眠
実
験
を
行
う
環
境
が
整
っ
て
い
る
た

め
、
学
生
に
は
、
科
学
の
研
究
対
象
と

し
て「
睡
眠
」
を
捉
え
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

第
13
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告

「
親
子
で
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
こ
ど
も
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
研
究
所
は
11

月
3
日
（
日
・
祝
）
に
、
第
13
回
こ
ど
も
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
親
子
で
ダ
ン
ス
を
楽

し
む
「
親
子
で
ダ
ンス
ワ
ー
ク
ショップ
」
を

実
施
し
、
第
Ｉ
部
は
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に

子
ど
も
10
名
と
そ
の
保
護
者
15
名
、
第

II
部
は
2
歳
か
ら
3
歳
を
対
象
に
子
ど

も
12
名
（
き
ょ
う
だ
い
参
加
含
む
）
と
そ

の
保
護
者
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
み
いつ
け
た
！
」

に
ダ
ツ
イ
ー
ジ
ョ
役
で
出
演
中
の
古
家
優

里
氏
を
お
迎
え
し
、
こ
ど
も
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
学
科
の
教
員
と
、
学
生
が
準
備
・
運

営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
講
師
の
即
興
で
楽

し
い
ダ
ンス
に
よ
り
、
参
加
者
の
心
も
体
も

解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

教育研究活動
の
零
細
農
村
生
産
者
を
対
象
に
、
協
同

組
合
の
設
立
や
技
術
研
修
を
通
じ
て
能

力
開
発
を
行
い
ま
し
た
。「
ヤ
シ
砂
糖
生

産
」「
手
工
芸
品
づ
く
り
」「
花
卉
生
産
」

「
ア
グ
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
各
グ
ル
ー
プ

で
、
現
金
収
入
向
上
を
目
指
し
、
当
初

目
標
で
あ
っ
た
５
％
増
加
を
上
回
る
成
果

を
達
成
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
有

機
農
園
の
開
設
と
、
そ
こ
で
の
環
境
教

育
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
年
次
事
業
で
は
、
事
業
開
始

か
ら
半
年
が
経
過
し
た
11
月
時
点
で
、

１
３
５
世
帯
の
受
益
者
が
参
加
す
る
協

同
組
合
の
組
織
強
化
を
図
る
た
め
の
研

修
会
の
開
催
、
ヤ
シ
苗
木
の
植
付
け
、

8
店
舗
で
の
商
品
開
発
と
販
売
、
ア
グ
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
格
的
な
実
施
に
向
け
た

基
盤
整
備
、
さ
ら
に
公
立
小
学
校
で
の

有
機
菜
園
づ
く
り
活
動
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
零
細
農
村
生
産
者
が
付
加

価
値
の
あ
る
ヤ
シ
糖
や
花
卉
の
商
品
開

発
を
行
い
、
市
場
で
の
本
格
的
な
販
売

を
継
続
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
受
益

者
の
生
計
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

第
12
回
情
報
教
育
研
究
会
を
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催

　
江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
が
7

月
28
日
（
日
）
に
「
第
12
回
江
戸
川
大

学
情
報
教
育
研
究
会
」
を
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。「
情
報
Ⅰ
が
始
ま
っ
て
、
授
業
は
ど
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川
瀬
由
高
准
教
授
の
共
編
訳
書

『
王
崧
興『
亀
山
島
』と
漢
人
社
会
研
究
：

翻
訳
・
論
考
・
資
料
』が
出
版

　
現
代
社
会
学
科
の
川
瀬
由
高
准
教
授

が
筆
頭
編
訳
者
と
なった
『
王
崧
興
『
亀

山
島
』
と
漢
人
社
会
研
究
：
翻
訳・論
考・

資
料
』が
風
響
社
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
川
瀬
准
教
授
が
研
究
代
表

者
を
務
め
、
日
本
文
化
人
類
学
会
植
松

東
ア
ジ
ア
研
究
助
成
金
か
ら
の
研
究
助
成

を
う
け
て
実
施
し
た
共
同
研
究
の
成
果

と
なって
お
り
、
台
湾
の
離
島
・
漁
村
社
会

を
舞
台
と
し
た
古
典
的
民
族
誌
『
亀
山

島
』（
１
９
６
７
年
出
版
）
の
翻
訳
に
加
え

て
、
全
体
の
約
半
数
のペ
ー
ジ
を
解
説
・
資

料
が
占
め
る
と
い
う
独
自
の
構
成
を
とっ

た
翻
訳
論
文
集
と
なって
い
ま
す
。

睡
眠
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
分
担
執
筆

を
し
た『
睡
眠
学
の
百
科
事
典
』が
出
版

　
睡
眠
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
心
理
学

科
の
福
田
一
彦
特
任
教
授
、
浅
岡
章
一
教

授
、
山
本
隆
一
郎
教
授
が
分
担
執
筆
を

し
た
、
日
本
睡
眠
学
会
（
編
）『
睡
眠

学
の
百
科
事
典
』
が
丸
善
出
版
株
式
会

社
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
は
、

日
本
睡
眠
学
会
が
編
纂
し
た「
睡
眠
学
」

に
関
す
る
初
め
て
の
百
科
事
典
と
な
っ
て

い
ま
す
。

山
本
隆
一
郎
教
授
が
編
集
・
執
筆
し
た

『
対
人
援
助
職
に
知
っ
て
ほ
し
い
睡
眠

の
基
礎
知
識
』が
出
版

　
人
間
心
理
学
科
の
山
本
隆一郎
教
授
が

編
集
・
執
筆
を
し
た
、『
対
人
援
助
職
に

知
って
ほ
し
い
睡
眠
の
基
礎
知
識
―
支
援

が
変
わ
る
眠
り
の
ミ
カ
タ
―
』
が
、
岩

崎
学
術
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
実
際
に
睡
眠
問
題
に
対
す

る
支
援
や
治
療
を
行
って
い
る
執
筆
者
た

ち
が
、
睡
眠
理
解
に
必
須
の
基
礎
知
識

か
ら
支
援
・
治
療
ま
で
を
簡
潔
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

野
上
玲
子
講
師
が
分
担
執
筆
し
た

『
体
育
の
哲
学
』が
出
版

　
現
代
社
会
学
科
の
野
上
玲
子
講
師
が

分
担
執
筆
し
た
、
日
本
体
育
・ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
学
会
体
育
哲
学
専
門
領
域
『
体
育

の
哲
学
』
が
不
昧
堂
出
版
よ
り
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
員

免
許
取
得
の
た
め
の
必
修
科
目
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
「
体
育
哲
学
」
を
通
し

て
、
貧
困
、
経
済
等
の
格
差
、ジェン
ダ
ー
、

国
際
理
解
、
環
境
と
いっ
た
地
球
規
模
の

社
会
課
題
に
対
し
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
は

い
か
に
応
え
る
べ
き
な
の
か
を
、
各
著
者

が
思
案
し
た
論
文
集
で
す
。

中
島
金
太
郎
講
師
が
分
担
執
筆
し
た

『
鎌
倉
の
人
物
事
典
』が
出
版

　
こ
ど
も
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
の
中
島

金
太
郎
講
師
が
分
担
執
筆
し
た
『
鎌
倉

の
人
物
事
典
』
が
雄
山
閣
よ
り
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
近
現
代
の
医

師
・
郷
土
史
家
・
研
究
者
・
教
育
家
・
思

想
家
等
の
先
学
者
２
６
２
人
の
業
績
や
人

物
像
を
紹
介
す
る
書
籍
で
す
。

　

中
島
講
師
は
、
歴
史
学
者
の
亀
井
高

孝
や
今
野
國
雄
、
元
鎌
倉
市
長
の
正
木

千
冬
、
法
廷
弁
護
士
・
外
交
官
を
務
め

た
陸
奥
廣
吉
な
ど
の
来
歴
・
活
動
を
調

査
し
、
各
員
の
功
績
や
学
術
的
意
義
に
つ

い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。

福
田
一
彦
特
任
教
授
の
著
書

『
そ
も
そ
も
「
よ
い
眠
り
」
と
は
何
か

ー
努
力
に
よ
ら
な
い
睡
眠
改
善
の
ヒ

ン
ト
ー
』
が
出
版

　
人
間
心
理
学
科
の
福
田一彦
特
任
教
授

の
著
書
、『
そ
も
そ
も
「
良
い
眠
り
」
と

は
何
か 

―
努
力
に
よ
ら
な
い
睡
眠
改
善

の
ヒ
ン
ト
―
』（
大
修
館
書
店
）
が
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
本
書
は
、
睡
眠
に
ま
つ
わ

る
デ
マ
や
都
市
伝
説
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
様
々
な
年
代
の
睡
眠
に
つい
て
取
り

上
げ
、
睡
眠
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

判
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

本学教員の著書
教育研究活動
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社会・地域との連携・交流活動

宮
崎
孝
治
学
長
が
厚
生
労
働
省
の

厚
生
科
学
審
議
会
臨
時
委
員
に
就
任

　
宮
崎
孝
治
学
長
が
6
月
18
日
（
火
）

に
、
厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学
審
議
会

臨
時
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
新
設
さ
れ
た

「
理
容
師
・
美
容
師
専
門
委
員
会
」
の

委
員
長
代
理
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
「
理
容
師
・
美
容
師
専
門
委
員
会
」

は
近
年
、消
費
者
ニ
ー
ズ
等
の
高
度
化
・

多
様
化
が
進
む
中
で
、
理
容
師
・
美
容

師
が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
知
識
及

び
技
術
を
修
得
で
き
る
よ
う
な
養
成
制

度
に
加
え
、
理
容
師
及
び
美
容
師
に
関

し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
総
合
的
な
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

玉
田
和
恵
教
授
が
千
葉
県
立
長
生
高
等

学
校
で
情
報
モ
ラ
ル
問
題
解
決
力
育
成

の
た
め
の
保
護
者
向
け
講
演
を
実
施

　
5
月
25
日
（
土
）
に
、
情
報
文
化
学

科
の
玉
田
和
恵
教
授
が
千
葉
県
立
長
生

高
等
学
校
で
行
わ
れ
た
保
護
者
研
修
会

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
保
護
者
と
協
力

し
て
情
報
モ
ラ
ル
問
題
解
決
力
を
育
成

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　

玉
田
教
授
は
講
演
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
や
情
報
拡
散
を

ど
う
回
避
す
る
か
、
ま
た
、
長
時
間
の

ネ
ッ
ト
利
用
を
防
ぐ
コ
ツ
な
ど
を
解
説

し
ま
し
た
。

江
戸
川
大
学
は
団
体
の
部
（
男
性
）
で

第
2
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

情
報
教
育
研
究
所
主
催
「
第
12
回
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
４ 

in
江
戸
川
大
学
」

　
情
報
教
育
研
究
所
は
、
8
月
5
日

（
月
）
に
「
第
12
回
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ

ナ
ー
２
０
２
４ 

in
江
戸
川
大
学
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
五
感
で
た
の
し
む
サ
イ
エ
ン
ス
」
を

テ
ー
マ
に
、
３
Ｄ
ペ
ン
や
３
Ｄ
モ
デ
リ

ン
グ
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｖ
Ｒ
／
Ｍ
Ｒ
な
ど
の

体
験
や
、
大
学
の
研
究
室
で
使
用
さ
れ

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
等
の
実
演
、
Ａ
Ｉ
音
楽

ク
イ
ズ
を
使
っ
た
研
究
紹
介
、
英
語
の

W
ord H

unt
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
幼
児
・
小
学
生
向
け
に
、

本
学
学
生
が
講
師
を
務
め
、
ス
ト
ロ
ー

睡
眠
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
が

流
山
市
ゆ
う
ゆ
う
大
学
で
講
演

　
睡
眠
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
心
理

学
科
・
浅
岡
章
一
教
授
、
山
本
隆
一
郎

教
授
、
野
添
健
太
講
師
が
、
65
歳
以
上

の
流
山
市
民
を
対
象
に
開
か
れ
て
い
る

「
流
山
市
ゆ
う
ゆ
う
大
学
」
に
て
、「
健

康
の
た
め
の
睡
眠
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

6
月
11
日（
火
）か
ら
7
月
11
日（
木
）

の
間
、
計
6
会
場
で
行
わ
れ
た
講
演
で

は
、「
睡
眠
の
生
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
」、

「
睡
眠
が
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
」、「
良

い
睡
眠
の
た
め
に
気
を
付
け
る
べ
き
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
睡
眠
研
究
所
ス

タ
ッ
フ
が
概
説
し
ま
し
た
。
講
演
後
の

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
、
ど
の
会
場
に

お
い
て
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
受
講

生
の
睡
眠
に
対
す
る
高
い
関
心
が
伺
え

ま
し
た
。

流
山
市
職
場
対
抗
消
火
技
能
大
会
で

本
学
事
務
職
員
が
個
人
の
部（
男
性
）

１
位
、団
体
の
部（
男
性
）２
位
入
賞

　
10
月
25
日
（
金
）
に
流
山
市
東
消
防

署
で
開
催
さ
れ
た
「
職
場
対
抗
消
火
技

能
大
会
」
に
、
本
学
か
ら
学
務
部
教
務

課
の
宮
林
直
輝
さ
ん
と
学
務
部
学
生
課

の
松
山
和
樹
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
消
火
器
を
使
用
し
た
疑
似

消
火
活
動
、
非
常
ベ
ル
操
作
、
消
火
後

の
１
１
９
番
通
報
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。
松
山
和
樹
さ
ん
が
個
人
の

部
（
男
性
）
に
お
い
て
第
1
位
と
な
り
、

飛
行
機
を
ど
う
す
れ
ば
遠
く
ま
で
飛
ば

せ
る
か
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
考
え
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
や
、
高
校
生

向
け
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グblender

入
門

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
生
に
よ

る
研
究
発
表
で
は
、
他
校
の
高
校
生
や

情
報
教
育
研
究
所
の
研
究
員
の
前
で
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
内
容
を
発
表
し

ま
し
た
。

宮林直輝さん（写真・左）と松山和樹さん（写真・右）
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社会・地域との連携・交流活動

八
木
徹
教
授
と
松
尾
由
美
講
師
が

茨
城
県
立
藤
代
高
等
学
校
２
年
生
の

探
究
活
動
に
協
力

　
情
報
文
化
学
科
の
八
木
徹
教
授
と
松

尾
由
美
講
師
は
茨
城
県
立
藤
代
高
等
学

校
2
年
生
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

八
木
教
授
と
松
尾
講
師
は
Ａ
Ｉ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど
の
情
報

技
術
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
生

徒
を
担
当
し
、
生
徒
達
の
リ
サ
ー
チ
プ

ラ
ン
、
ま
た
そ
の
調
査
項
目
と
調
査
方

法
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

設
定
方
法
や
改
善
で
き
る
点
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
え
ど
が
わ
・

こ
ど
も
サ
ロ
ン
開
催
報
告

　
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

は
、
今
年
度
、
計
2
回
の
え
ど
が
わ
・

こ
ど
も
サ
ロ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
回
目
は
10
月
26
日
（
土
）
に
「
体

育
館
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
教
員
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
準
備
お
よ
び
当
日
の
運
営
を
担
当

し
、
参
加
者
は
傘
袋
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て

飛
ば
し
た
り
、
親
子
で
ラ
ー
メ
ン
体
操

を
踊
っ
た
り
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
を
楽
し
ん

だ
り
と
、
広
い
体
育
館
で
思
い
き
り
体

を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

2
回
目
の
12
月
21
日
（
土
）
で
は
、

今
年
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
流
山
ふ

た
ご
の
会
と
共
同
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

　

千
葉
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
専

務
理
事
・
事
務
局
長
の
大
野
健
男
様
か

ら
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
定

着
さ
せ
た
い
。
地
域
貢
献
・
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
に
な
る
事
業
を
し
た
い
。
子

ど
も
た
ち
を
最
優
先
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ

体
験
の
場
を
提
供
し
た
い
。
こ
う
し
た

思
い
を
共
有
し
、
実
現
に
向
け
た
努
力

を
惜
し
ま
な
い
守
屋
志
保
教
授
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
。
江
戸
川
大
学
様
と
と

も
に
、
日
本
の
先
駆
け
と
な
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱

負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科
で
観
光
学
を

学
ぶ
学
生
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」に
参
画

　
現
代
社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
所
属
学
生
を
は
じ
め
、
同
学

科
で
観
光
学
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
、
Ｊ

行
い
ま
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ク

リ
ス
マ
ス
の
手
遊
び
や
、「
あ
わ
て
ん
ぼ

う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
演
奏
と
歌
を
披

露
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
メ
ダ
ル
を
手
渡
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

江
戸
川
大
学
と

千
葉
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

包
括
連
携
協
定
調
印
式
を
開
催

　
7
月
22
日
（
月
）
に
、
江
戸
川
大
学

と
千
葉
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と

の
包
括
連
携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
連
携
協
定
は
、
江
戸
川
大
学

の
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
千
葉
県

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
連
携
し
て

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
相
互
の
連
携

を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
プ
ロ

チ
ー
ム
や
企
業
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

20
年
後
を
見
据
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
未

来
を
創
る
」
千
葉
県
発
の
取
組
み
を
進

め
る
べ
く
、連
携
協
定
に
至
り
ま
し
た
。

Ｒ
東
日
本
が
全
路
線
で
展
開
し
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
」
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
学
科
の
学
生
た
ち
が
参
画

し
た
の
は
、「
学
生
が
考
え
た
駅
か
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
」、
略
し
て
「
学
生
駅
ハ

イ
」
企
画
で
す
。
Ｊ
Ｒ
柏
駅
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
ス
を
、
同

駅
の
職
員
の
方
々
と
共
同
で
開
発
し
ま

し
た
。
手
賀
沼
で
と
れ
た
鰻
の
水
切
り

場
が
あ
っ
た
大
堀
川
や
旧
水
戸
街
道
な

ど
、
江
戸
時
代
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳

せ
た
り
、
立
ち
寄
り
た
く
な
る
お
店
を

見
つ
け
た
り
す
る
柏
の
町
歩
き
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
（
木
）
に
は
柏
駅
で
イ
ベ

ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
江
戸
川
大
学
生
と
Ｊ
Ｒ
柏
駅

職
員
が
結
成
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ 

押
し
バ
ン
ド
」
が
楽
曲
の
演
奏
を
披

露
し
、
開
催
初
日
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

本学教職員と千葉県バスケットボール協会の大島千明副会長
（前列・右）、大野健男専務理事（後列・右から2 人目）



令和６年度（第55回）　千葉県私学教育功労者表彰

　千葉県私学教育振興財団は、千葉県の私学教育、学術又は文化の振興に関し、多年にわたる功績があった方々に
対し、その功績を称え表彰を行っています。大学事務局から総務部広報課課長・学務部国際室室長の袴田渉さん、
学務部学生課課長補佐の上野美保子さんが表彰されました。

栄典・表彰

外部表彰

マスコミ学科学生が「2024 CHIBA UNIVERSITY PRESS」で優秀賞を受賞

千葉県献血功労者・献血推進啓発作品表彰式にて千葉県知事表彰

情報文化学科の廣田有里教授が柏市政功労者に選出

　マス・コミュニケーション学科の館林牧子ゼミナールの学生
が千葉日報社主催「2024 CHIBA UNIVERSITY PRESS（CUP）」
で優秀賞を受賞しました。CUP は千葉県内の大学生が千葉日
報社の学生記者として取材や紙面のレイアウトなど新聞作りを
体験する企画です。11 月 28 日（木）に今年度の閉講式が行われ、
参加大学が制作した紙面の講評などが行われました。
　今年度、CUP に参加したのは館林牧子ゼミナール所属の 3
年生 9 名（田辺里穂子さん、チョ・ナヒョンさん、石川綾捺さ
ん、大濵李緒さん、北見隼人さん、柴田真弥さん、對馬琴音さ
ん、森安遥さん、八百屋すももさん）で、千葉県の伝統工芸品
に注目し、人手不足や職人の高齢化が問題視されるなか、伝統
工芸品に対する作り手の思いを丁寧に取材し、『多様な形で継
承、変化も』と題して記事をまとめました。

　10 月 22 日（火）に千葉県赤十字会館にて行われた、令和 6 年度千葉県献血功労者・献血推進啓発作品表彰式において、本
学が千葉県知事表彰を受賞しました。
　千葉県知事表彰は、献血の啓発・推進活動に協力し、貢献した団体に授与されるものです。
　江戸川大学では毎年献血車が来校し、在学生や教職員が積極的に献血に協力しています。今後も社会貢献の一環として、
献血活動に引き続き協力していく予定です。

　情報文化学科の廣田有里教授が、千葉県柏市の市制施行 70 周年に伴う市政功労者として表彰されました。廣田教授は、
2013 年から柏市行政不服及び情報公開・個人情報保護審議会の委員を務めるほか、数々のシステムのプロポーザル選定委員
会にも加わるなど、同市の市政発展に貢献しています。
廣田教授のコメント
　流山市に位置する江戸川大学ですが、隣接する柏市とも様々な形で関係しており、学生の教育の面でもご協力をいただい
ております。卒業生も数多く勤務しており、恩返しの気持ちでできることをしてきたところです。このような形で謝意をい
ただき、ありがたく思います。地域とともに発展する江戸川大学の一員として、今後も近隣地区の発展に尽力してまいります。

閉講式で賞状授与
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Ｒ
東
日
本
が
全
路
線
で
展
開
し
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
」
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
学
科
の
学
生
た
ち
が
参
画

し
た
の
は
、「
学
生
が
考
え
た
駅
か
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
」、
略
し
て
「
学
生
駅
ハ

イ
」
企
画
で
す
。
Ｊ
Ｒ
柏
駅
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
ス
を
、
同

駅
の
職
員
の
方
々
と
共
同
で
開
発
し
ま

し
た
。
手
賀
沼
で
と
れ
た
鰻
の
水
切
り

場
が
あ
っ
た
大
堀
川
や
旧
水
戸
街
道
な

ど
、
江
戸
時
代
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳

せ
た
り
、
立
ち
寄
り
た
く
な
る
お
店
を

見
つ
け
た
り
す
る
柏
の
町
歩
き
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
（
木
）
に
は
柏
駅
で
イ
ベ

ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
江
戸
川
大
学
生
と
Ｊ
Ｒ
柏
駅

職
員
が
結
成
し
た
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ 

押
し
バ
ン
ド
」
が
楽
曲
の
演
奏
を
披

露
し
、
開
催
初
日
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。



強化指定部活動報告
2024年度公式戦活動報告

男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

経営社会学科3年・菊池季汐さんのFC今治トップチーム加入が内定

男女バスケットボール部が
地元・千葉県流山市のスポーツイベントに協力

男女バスケットボール部が
流山市の小学生ミニバスケットボール大会の運営をサポート

男女バスケットボール部が中学生対象バスケットボールクリニックを開催

男子バスケットボール部の粂川岳勤監督が茨城ロボッツ10周年記念セレモニーにOB選手として招待

女子バレーボール部

フットボールクラブ

関東大学バスケットボール 2 部リーグ　5 位（14 勝 8 敗）
Development-League　リーグ戦出場 

関東大学女子バスケットボール 2 部 A ブロック　通算 8 勝 6 敗　4 位
全日本大学女子バスケットボール選手権大会（インカレ）トーナメント1 回戦出場
関東大学女子バスケットボール選手権大会　トーナメント2 回戦出場
オズルンバ グッドネス アヨミデ選手が 2 部 A ブロック得点王受賞

　フットボールクラブに所属する経営社会学科 3 年の菊池季汐さんが、愛媛県今治市を拠点とするサッカークラブ FC 今治のトッ
プチームに 2026シーズンより加入することが内定しました。
菊池季汐さんコメント
　FC 今治に 2026 年に加入することになった菊池季汐です。ここまで育てていただいたコンサドーレ札幌、江戸川大学に深く
感謝申し上げます。コンサドーレ札幌アカデミーでの 12 年間では、サッカーの楽しさを教えてもらい、サッカーを通じて人間とし
ても成長させていただきました。進学した江戸川大学では、勝利至上ではなく、サッカー選手として成長しながら勝利を目指す
ことの重要性を学ばされました。今まで支えてきていただいた方々に、さらなる成長をもって恩返しできるよう努力してまいります。

　江戸川大学男女バスケットボール部は、地元・千葉県流山市のスポーツ振興イベントに協力し、地域の子ども
たちと交流しています。
　11 月24日（日）に行われた流山市スポーツ振興イベント「バスケットボールクリニック」（東京ドームグループ主催）
では、講師の石崎巧さん、中川聴乃さんをサポートし、参加した小中学生 100 名と一緒にメニューに取り組みました。
　12 月7日（土）には、流山市が主催した「ながれやまスポーツフェスタ2024」で講習会を実施。小学生が楽
しく取り組める練習メニューを考え、当日は参加した小学生と一緒に体を動かして交流を楽しみました。

　10 月30日（水）と31日（木）の 2日間、江戸川大学男女バスケットボール部の部員とスタッフが、大学のある
流山市の小学生ミニバスケットボール大会の運営をサポートしました。キッコーマンアリーナにて行われた大会の運
営サポートは、男女バスケットボール部の地域貢献活動として 2022 年度から行っているものです。会場準備や審
判を担当した学生達は、子どもたちとのコミュニケーションを積極的にとり、一緒に大会運営の仕事をしました。また、
小学生が懸命にプレーをする姿に感動し、子どもたちから多くのエネルギーをもらいました。

　8 月7日（水）に男女バスケットボール部が、地域の中学生を対象に EU Basketball Academy（江戸川大学バスケットボールクリニック）を午前・午後の 2 部制
で実施しました。第 2 回となる今回は自由応募制で、30 名の参加者が集まりました。
　女子バスケットボール部の石川優希監督と男子バスケットボール部の藤岡慎太朗コーチを中心に、上達に欠かせない基礎やその応用をレクチャーしました。指導す
る側の経験はあまりない大学生部員、他校の生徒とペアを組んだ中学生部員の双方に始めは硬さが見えましたが、次第に打ち解けていきました。大きな声で励まし上
達ぶりを褒める大学生や、休憩時間を惜しんで先輩にアドバイスを求める中学生の姿が見られました。

　男子バスケットボール部の粂川岳勤監督が、9 月8日（日）にアダストリアみとアリーナにて行われた茨城ロボッツ10 周年記念セレモニーに OB 選手として招待されました。
粂川監督は、当日行われた記念企画「OB 選手エキシビジョンゲーム」にも参加。茨城ロボッツ初代キャプテンの一色翔太さん率いる「チーム一色」でキレのある動きを披露し、
会場に詰め掛けた 3,000 人以上のファンを沸かせました。
　現在 B1リーグ東地区に所属している茨城ロボッツは、2013 年につくばロボッツとしてチームの歴史を歩み始めました。粂川監督は江戸川大学バスケットボール部で 4 年次に
関東リーグ 2 部昇格を果たし、卒業後は、TGI D-RISE、アースフレンズ東京 Zを経て、2015-2016シーズンにチーム草創期のサイバーダインつくばロボッツで活躍しました。

関東大学女子バレーボール 2 部リーグ　6 位（6 勝 5 敗）
東日本バレーボール大会選手権大会（東日本インカレ）　出場
全日本バレーボール大学女子選手権大会（全日本インカレ）　出場

千葉県大学サッカー選手権大会　優勝
千葉県大学サッカーリーグ 1 部　3 位（11 勝 2 敗 4 分け）
千葉県大学サッカーリーグ 2 部　2 位（11 勝 3 敗 0 分け）

「アミノバイタル ®」カップ 2024 第 13 回関東大学サッカートーナメント大会　1 回戦出場
関東大学インディペンデンスリーグ 2 部　C ブロック　10 位（6 勝 11 敗 3 分け）
関東大学インディペンデンスリーグ 2 部　D ブロック　11 位（3 勝 15 敗 3 分け）

菊池季汐さん

小学生と一緒に大会運営を行いました

16江戸川大学学報 第 23 巻 2 号（通巻 55号）



コピーダンス愛好会が
大学対抗K-POPカバーダンスサークル日本一決定戦「UNIKP」決勝戦に出場

自主活動団体「学生リーダー」が学内イベントを実施

学生団体・クラブ・サークルの活動

　課外活動団体であるコピーダンス愛好会「BLACK ♡ ANGEL」が、大学対抗 K-POP カバーダンスサークル日本一決定戦
「UNIKP2024 Vol.10」の決勝戦に出場しました。
　9 月 17 日（火）に行われる決勝戦に先立ち、関東予選が 7 月 1 日（月）と 2 日（火）に行われ、江戸川大学・桜美林大学・神
奈川大学・駒澤大学・上智大学・白百合女子大学・高千穂大学・中央大学・津田塾大学・立正大学・早稲田大学から計 17 チーム
が出場。BLACK ♡ ANGEL は、初日に出場した 9 チーム中 3 位となり、チーム結成以来初となる決勝進出を果たしました。

　自主活動団体「学生リーダー」は江戸川大学の教育理念を体現できるような、「やさ
しさ」と「教養」を持ち合わせること、社会人としてリーダーシップをとれるような人材に
なることを目標としており、江戸川大学を盛り上げるための学内イベントを実施しています。
　6 月25日（火）には、地球温暖化が進む中の納涼イベントとして「打ち水大作戦」
を実施。打ち水を実際に行い、併せて着物を着ることで日本の伝統文化に触れました。
当日は、ハクビ京都きもの学院柏校様にご協力いただき、一人ひとり丁寧に着付けの指
導をしていただきました。
　12 月には、在学生に江戸川大学の魅力を伝えることを目的とした、「江戸大チャレン
ジラリー」を実施。駒木キャンパス内に掲示された江戸川大学に関するクイズの答えを
Googleフォームに入力して回答。多くの在学生・教職員がクイズに参加してしました。

講義編：鈴木秀生アスリートセンター所長による説明会 実技編：アイスバスを使った熱中症の応急処置 救命講習編：AED や胸骨圧迫実践

学生が制作するラジオ番組「江戸川タイムズ」「きらめきトキメキ教えてラジオ！」

学生部が体育会系学生団体向けの安全講習会を実施

　江戸川大学の学生が制作する 2 つのラジオ番組が放送中です。かつしか FM「江戸川タイムズ」はマスコミ自主講座でアナウン
サーやリポーターをめざす学生が、江戸川大学の情報をお伝えする「江戸川大学ニュース」と、出演する学生自らが取材したこ
とを紹介する「学生の視点」をお届けします。FM ふくろう「きらめきトキメキ教えてラジオ！」は電波放送部の学生が、現役大
学生が「きらめくもの」「ときめくもの」を探しお届けします。ぜひ、お聞きください。

「江戸川タイムズ」　放送日：毎月第2水曜日　15時 00分～15時 15分　放送媒体：かつしかFM（FM78.9MHz）　かつしかFMインターネットサイマル配信

「きらめきトキメキ教えてラジオ！」　放送日：毎月第4水曜日　10時 30分～10時 59分　放送媒体：FMふくろう（FM85.8MHz）　FMふくろうインターネットサイマル配信

　学生部は、アスリートセンターと NPO 防災対策サポートの協力を得て、体育系の学生団体を対象に安全講習会を実施しました。
今年は講義編と実技編、救命講習編の 3 つに分け、より実践的な内容となりました。
　バドミントン部、野球同好会、バスケットボール同好会、フットサル愛好会、室内球技愛好会、ソフトテニス愛好会、バレーボー
ル愛好会の学生が参加し、理解を深めました。
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施設設備

防災訓練

2023年度決算報告

Ａ
棟
１
階
に
個
室
ワ
ー
ク
ブ
ー
ス

「
テ
レ
キ
ュ
ー
ブ
」を
増
設

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
就
職
活
動
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
面

接
な
ど
が
増
加
し
、
防
音
・
遮
音
性
の
高
い

環
境
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
各
大
学
で
、
障
害
の

あ
る
学
生
に
対
し
て
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
は
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
昨
今
の
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、今
回
、

「
テ
レ
キ
ュ
ー
ブ
」
を
３
台
増
設
し
計
７
台

設
置
し
ま
し
た
。

　
「
テ
レ
キ
ュ
ー
ブ
」
は
防
音
・
遮
音
性
に

優
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や
電
源
供
給

が
可
能
で
、
静
音
フ
ァ
ン
を
備
え
た
排
気
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
換
気
性
能
も
高
く
感
染
症
対

策
に
も
適
し
て
お
り
、
安
全
で
安
心
な
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
棟
１
階
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

「
Ｂ
．コ
モ
ン
ズ
」が
完
成

　

Ｂ
．コ
モ
ン
ズ
は
、
学
生
の
自
主
的
な
学
修

や
学
生
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る

場
を
提
供
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
机
、
椅
子
、

モ
ニ
タ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
は
す
べ
て

可
動
式
で
、
使
用
目
的
に
応
じ
て
自
由
に
レ

イ
ア
ウ
ト
を
変
更
で
き
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
設
置

は
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
マ
ス
・

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
情
報
文
化
学
科

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
あ
る
「
21
世
紀

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ソ
ン
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
計

画
を
進
め
る
中
で
構
想
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
学
生
の
活
動
拠
点
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
全
学
生
が
活
発
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｂ
．コ
モ
ン
ズ
」
と
い
う
名
称
は
学
生
か

ら
の
公
募
で
決
定
し
ま
し
た
。
の
べ
48
件
の

応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
宮
崎
孝
治
学
長
と
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

が
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
情

報
文
化
学
科
２
年
生
Ｓ
．Ｙ
さ
ん
、
経
営
社

会
学
科
２
年
生
Ｏ
．Ｍ
さ
ん
の
考
え
た
「
Ｂ
．

コ
モ
ン
ズ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
（
水
）に
は
開
所
式
が
行
わ
れ
、

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
宮
崎
孝
治
学
長
、
小
口
彦

太
前
学
長
、
デ
ザ

イ
ン
を
手
が
け
た

一
般
社
団
法
人
日

本
カ
ル
チ
ャ
ー
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
の

花
井
裕
一
郎
理
事

長
、
名
称
考
案
者

の
情
報
文
化
学
科

２
年
生
Ｓ
．Ｙ
さ
ん

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
防
災
訓
練
は
９

月
９
日
（
月
）、
19
日
（
木
）
の

２
日
間
行
い
、
教
職
員
合
同
の
対

面
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
地
震
発
生
後
、
Ａ
棟
２

階
非
常
勤
講
師
室
か
ら
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
の
全
体
訓
練

と
、
救
助
袋
の
使
い
方
を
学
ぶ
部

分
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
訓

練
で
は
、
無
線
機
、
担
架
、
消
防

設
備
の
使
い
方
の
確
認
、
要
救
助

者
の
運
び
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
置
き
場

所
や
使
用
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

部
分
訓
練
で
は
、
垂
直
式
救
助
袋

の
扱
い
方
を
学
ん
だ
あ
と
、
実
際

に
降
下
訓
練
を
行
い
救
助
袋
で
の

避
難
方
法
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
江
戸
川
学
園
の
２
０
２
３

年
度
決
算
報
告
を
大
学
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

収
入
は
前
年
度
よ
り
97
百
万
円
減
少
の

８
，
５
０
２
百
万
円
、
事
業
活
動
支
出

は
前
年
度
よ
り
53
百
万
円
増
加
の
８
，

０
８
２
百
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
前
年
度
よ
り

１
５
０
百
万
円
減
少
の
４
２
０
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額
は
前
年
度

よ
り
２
１
８
百
万
円
減
少
の
２
０
５
百
万

円
と
な
り
、
当
年
度
収
支
差
額
は

２
１
５
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

繰
越
収
支
差
額
が
△
３
，７
７
７
百
万
円
の

為
、
基
本
金
取
崩
額
１
，０
０
５
百
万
円

を
勘
案
し
た
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
△

２
，５
５
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
支

　

教
育
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
が
19
百
万
円
減
少
し
た
こ
と
や
、
退
職

金
社
団
等
交
付
金
収
入
が
64
百
万
円
減
少

し
た
こ
と
で
、
前
年
度
比
84
百
万
円
減
少

の
８
，４
３
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
教
育
活
動
支
出
は
、
人
件
費
が
前

年
度
比
55
百
万
円
減
少
も
、
教
育
研
究

経
費
が
１
５
６
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
等

か
ら
、
前
年
度
比
91
百
万
円
増
加
の
８
，

０
４
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
教
育
活
動
収
支
差
額
は
対
前
年
度

比
１
７
５
百
万
円
減
少
の
３
８
６
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
活
動
外
収
支
差
額

は
、
前
年
比
同
水
準
の
26
百
万
円
。
特
別

収
支
差
額
は
、
前
年
度
比
27
百
万
円
増
加

の
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。　

A 棟入口側の 4 台

キャリアセンター側の
3 台

室内には USB ポートと
コンセントが各 2 つ完備
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ロ
ビ
ン
江
戸
川
大
学
店
は
、
１
９
８
１
年
に
江
戸
川
学
園
豊
四
季
専
門
学
校
（
現
：
江
戸
川
学
園
お
お
た

か
の
森
専
門
学
校
）
が
開
校
し
て
３
年
後
の
１
９
８
４
年
よ
り
、
約
40
年
に
わ
た
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
で
美
味
し
い
手
作
り
弁
当
を
提
供
し
、
学
生
や
教
職
員
の
お
腹
を
満
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

た
び
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
今
後
の
出
店
を
取
り
や
め
る
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
店
に
際
し
、
江
戸
川
大
学
と
江
戸
川
学
園
お
お
た
か
の
森
専
門
学
校
は
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
在
学
生
、
卒
業
生
、
江
戸
川
学
園
関
係
者
か
ら
ロ
ビ
ン
江
戸
川
大
学
店
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
ま
し
た
。「
ラ
ン
チ
は
ロ
ビ
ン
さ
ん
に
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
」「
お
弁
当
購
入
時
に
、
お
じ
ち
ゃ
ん

と
交
わ
す
ち
ょ
っ
と
し

た
会
話
が
楽
し
か
っ
た
」

「
学
生
に
優
し
い
値
段

と
量
で
大
好
き
だ
っ
た
」

な
ど
、
１
６
０
件
以
上

の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
（
月
）
に

は
、
江
戸
川
大
学
Ｌ
棟

に
て
、
長
年
の
貢
献
に

感
謝
の
意
を
表
す
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
に
は
、

長
年
販
売
を
ご
担
当

さ
れ
て
い
た
鶴
谷
隆
明

様
、
学
校
法
人
江
戸
川

学
園
・
木
内
英
仁
理
事
長
、
在
学
生
、
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
で
は
木
内
理
事
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
学
生
代
表
か
ら
は
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ブ
ッ
ク
と
花
束
が
鶴
谷

様
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ン
江
戸
川
大
学
店
の
皆
さ
ま
、
長
き
に
わ
た
り
本
学
園
の
学
生
や
教
職
員
に
美
味
し
い
お
弁
当
を
ご

提
供
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ン
江
戸
川
大
学
店
へ
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
も
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
江
戸
川
学
園
の
２
０
２
３

年
度
決
算
報
告
を
大
学
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

収
入
は
前
年
度
よ
り
97
百
万
円
減
少
の

８
，
５
０
２
百
万
円
、
事
業
活
動
支
出

は
前
年
度
よ
り
53
百
万
円
増
加
の
８
，

０
８
２
百
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
前
年
度
よ
り

１
５
０
百
万
円
減
少
の
４
２
０
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額
は
前
年
度

よ
り
２
１
８
百
万
円
減
少
の
２
０
５
百
万

円
と
な
り
、
当
年
度
収
支
差
額
は

２
１
５
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

繰
越
収
支
差
額
が
△
３
，７
７
７
百
万
円
の

為
、
基
本
金
取
崩
額
１
，０
０
５
百
万
円

を
勘
案
し
た
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
△

２
，５
５
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
支

　

教
育
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
が
19
百
万
円
減
少
し
た
こ
と
や
、
退
職

金
社
団
等
交
付
金
収
入
が
64
百
万
円
減
少

し
た
こ
と
で
、
前
年
度
比
84
百
万
円
減
少

の
８
，４
３
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
教
育
活
動
支
出
は
、
人
件
費
が
前

年
度
比
55
百
万
円
減
少
も
、
教
育
研
究

経
費
が
１
５
６
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
等

か
ら
、
前
年
度
比
91
百
万
円
増
加
の
８
，

０
４
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
教
育
活
動
収
支
差
額
は
対
前
年
度

比
１
７
５
百
万
円
減
少
の
３
８
６
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
活
動
外
収
支
差
額

は
、
前
年
比
同
水
準
の
26
百
万
円
。
特
別

収
支
差
額
は
、
前
年
度
比
27
百
万
円
増
加

の
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。　

ありがとうロビン江戸川大学店！

販売をご担当されていた
「おじちゃん」こと鶴谷隆明様

感謝状贈呈式後に記念撮影

ロビン江戸川大学店の営業風景



◎編集後記
　ここまでお読みいただきありがとうございました。今号は、かなり読み応えがあっ
たのではないかと思います。広報誌に掲載する内容は、大学公式 Web サイトや
SNS で紹介した教育研究活動や学生の活動などから厳選するのですが…今回は
過去最多の記事数でした。
　江戸川大学の研究活動や、学生の活躍が活発になりとても嬉しい反面、ペー
ジ数の都合上、割愛をしなければならず…悩みに悩んでなんとか発行できました。
これからもお寄せいただいた情報を、様々な形でお届けしていきたいと思います。
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マスコミ学科の学生が
第49回報知映画賞表彰式の運営に参加

デフバスケ日本代表の江戸川大学卒業生・
若松優津さんがアジア大会2024で優勝
　卒業生の若松優津さん（2018 年卒・メディアコミュ
ニケーション学部こどもコミュニケーション学科）が
所属するデフバスケットボール女子日本代表チーム
が、「アジア太平洋ろう者バスケットボール選手権大
会（Asia-Pacific Deaf Basketball Championships）
2024」で優勝しました。
　今大会には日本、オーストラリア、台湾が出場し、
日本代表はメルボルンで行われた決勝でオーストラリ
アに 85 対 67 で勝利しました。若松さんはこの決勝戦
でチーム最多となる 18 得点・7 スティールの活躍を見
せ、大会 MVP に選ばれました。
　2025 年 11 月には東京デフリンピックが開催されま
す。頑張る卒業生の応援をよろしくお願いいたします。

こどもコミュニケーション学科が
10周年記念パーティーを開催
　こどもコミュニケーション学科は、保育士及び
幼稚園教諭の養成を目指す学科として 2014 年に設
立され、2024 年に 10 周年を迎えました。これを記
念し、11 月 30 日（土）に、設立 10 周年記念パーティー
を開催しました。

第 49 回報知映画賞授賞者と当日運営に参加したマスコミ学科学生（後列）
（提供：報知新聞社）

お申し込み、免税措置など
の詳細はこちらから

ご寄付のお願い
江戸川大学が学生の学びを支え続けていくためには、より良い教育環境の整備や文化・スポーツ等
の課外活動に対する支援が必要となります。皆様の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　マス・コミュニケーション学科の学生 10 人が、
12 月 16 日（月）に行われた第 49 回報知映画賞表彰
式の運営に参加しました。
　報知映画賞は、1976 年に設立された歴史ある賞で、
主要な映画賞の先陣を切って決定・発表するため、

「その年の映画賞の流れをつくる」と言われ、注目
を集めています。また、一般映画ファンの投票を元
にノミネートを決定することも大きな特徴です。
　学校法人江戸川学園江戸川大学は、開学当初から
今日に至るまで、メディア芸術やメディアコミュニ
ケーションを研究対象とし、映画・映像業界出身者
による教育を行い、同業界で活躍する卒業生を多く
輩出してきました。
　このような背景のもと、江戸川大学は賞の趣旨に
賛同し、「大学の映画賞協賛は少なくとも本賞では
初（報知新聞社担当者談）」とされる、報知映画賞
への協賛を決定しました。そして、その表彰式を、
映像制作やメディアコミュニケーション、イベント
運営を学ぶ学生たちにとって絶好の学びの場とすべ
く、報知新聞社と協議し、学生に当日の運営を経験
させてもらうことができました。
　学生たちは、受賞者控室の準備や参列者座席への
名札配置、受付、式場内誘導などの業務を担当する
ほか、監督賞を受賞した塚原あゆ子監督への花束贈
呈という大役も担いました




